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体育の学習内容としてのターゲット型ボールゲームに関する一考察I

長澤 光雄*

秋田大学教育文化学部

スポーツや体育関連資料をもとにして,体育の学習内容としてのターゲット型ボールゲー

ムに関し検討をした.そして,ボールゲームを適切に4類型化すると,ゴール型,ネット

型,ベース型, ターゲット型となった.ターゲット型のゲーム理念を考察すると,自己決

定の重要性,ボ-ル等を送り出す正確性,そして数を競うことと考えられる. このボール

ゲームの特性には,比較的軽運動であり,結果に対する洞察力が必要とされ,セルフジャッ

ジが可能で,安全性が高いことがあげられる.

このように4類型化 した場合,体育の学習内容には,ターゲット型ボ-ルゲームが含ま

れていないことになる.ターゲット型のゲーム理念と運動特性を踏まえると,学習内容と

して価値があることが明らかとなった.ただし,比較的軽い運動が主体であることか ら,

体力向上効果は直接には期待できない.

キーワー ド:体育の学習内容,夕-ゲット型ボールゲ-ム,ゲーム理念

1. 研究目的および方法

2002年 4月,学校週 5日制が日本において完全実

施される.それに合わせ,内容を3割削減 したとさ

れる1998年 (平成10年)改訂の,新学習指導要領が

小 ･中学校で実施される. この学習指導要領にはい

くつかの特徴があるがそれを踏まえ,体育の学習内

容としてターゲット型ボ-ルゲームを導入すること

に関 し,いくつかの検討を試みる.

ターゲット型ボールゲームはゴルフやボウリング

が代表的であるとされるが,その日本国内における

評価はあまり高 くはない.そのような環境であるこ

とから,体育の教育実践における資料は限られてい

る. しかし,逆にその教育的意義について検討すべ

き時期に来ていると考え,近年の体育スポーツ関係

資料を参考に,体育の学習内容とする際の諸課題に

ついて検討を進める.
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2.考察

2-1 スボ-ツ界におけるターゲット型ボールゲーム

2001年 8月,秋田県でオリンピックの競技種目以

外のスポーツで世界一を競 う,国際総合スポーツ大

会,第 6回ワール ドゲームズが開催された.今回実

施された公式競技には,大会名と共にスポールブー

ル等,知名度の極めて低い種目が多 く含まれてい

た3).また,従来はスポーツとは考えられていなかっ

たビリヤー ド等の競技 も含まれていた.

この大会の26競技156種目の中でボールを使用 し

たのは, ビリヤー ド4種目,ブールスポーツ4種目,

ボウリング3種目,ファウス トボール,コーフボー

ル,ローラースケーティング (ホッケー),ラグビ-,

新体操 (ボール)の8競技16種目であった. このう

ちビリヤー ドとブールスポーツ,ボウリングの計3

競技11種目は,ボールを目標に当てるなど正確性が

求められる競技としての特徴を持 っていた. また,

ボールではなくプラスチック製の円盤を投げて,ゴ

ルフと同じように18ホールをまわるフライングディ

スクの,ディスクゴルフが2種目含まれていた. こ

の種目もゴルフと同様に,ディスクを正確に投射す

ることが求められる競技特性を持っていた.
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ワール ドゲームズが第二のオリンピックとか,読

技会の説明にオ リンピックを例にすることにも象徴

されるように,最 も代表的国際総合スポーツ大会は

オリンピックである.その実施種目は,2000年のシ

ドニー大会で28競技300種目であったが,目標にボー

ルを正確に送る競技は含まれていなかった.

オリンピックに引き続き同会場を使用 して,障害

のある人々が参加する国際総合スポーツ大会パラリ

ンピックには, シドニー大会で18競技が実施された.

その中にポッチャという聞き慣れない競技があるが,

これは重度脳性まひ者が参加 し,目標にボールを正

確に送る特徴を持 った競技であった.

ウィンタースポーツの国際総合スポーツ大会であ

る冬季オ リンピックは,2002年にアメリカ合衆国の

ソル トレークシティーで開催された.その実施種目

は,7競技78種 目であるが,カーリングは目標にス

ト-ンを正確に送 る特徴を持 った競技であった.

このように,国際総合スポーツ大会の種目を比較

すると,知名度に反比例するように,ボール等を正

確に送る特徴を持 った競技が多 く含まれることに気

付 く.また,スポーツに最 も縁遠いと思われる重度

脳性まひ者が参加できるポッチャは,ブールスポー

ツのペタンク,カー リングと類似点が多い.その類

似点は,それぞれ数人でチームを組み,順次目標を

ね らい,相手チームより目標に近いボールやス トー

ンの数が得点 となる.そこでは正確性 と共に,相手

チームとの駆け引きが勝敗の重要な要素 となる.身

体を自由に動かすことが困難な重度脳性まひ者が,

チームの一員 としてプレイできるスポーツとして,

ポッチャの存在は,スポーツ ･フォア ･オールを実

現する今 日の社会で大きな意義を持っと考えられる.

2-2 体育におけるターゲッ ト型ボールゲーム

教科体育について調べると,小学校の新学習指導

要領では,第 3学年 ･第 4学年すなわち中学年のゲー

ム領域はバスケットボール型ゲーム,サッカー型ゲー

ム,ベ-スボール型ゲームで構成 されている8). こ

の領域は第 5学年 ･第 6学年すなわち高学年のボー

ル運動の領域, さらには中学 ･高校の球技領域につ

ながる導入的領域と考えられる.そして,従来のポー

トボールのような特定種目を示すことか ら,○○型

ゲームと表 し,類型化されたボールゲームの特性に

応 じた学習が促 されることを期待 している11). 内容

が削減された指導課程において,特性に応 じた学習
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が促されるためには,類型化は自然な成 り行きと考

えられる.

球技あるいはボールゲームは,様々な観点か ら頬

型化されている.ボールを使用するから球技あるい

はボールゲームと呼ばれるが, シャトルコックを使

用するバ ドミントンも,一般的に球技に含まれると

考えられている.例えば,中学校の球技領域 は5分

類された4番目に,テニスと卓球に並んでバ ドミン

トンが示されているごとくである9). この様 にボー

ルを使用 しないなが ら,その特性が他のボールゲー

ムに類似 した種目を含め,ボールゲームの類型化の

例を探ることにする.

小学校高学年のボール運動の領域を解説 して,ゴー

ル型のゲームとしてバスケットボ-ルとサ ッカー,

ベースボール型のゲームとしてソフ トボール,ネッ

ト型のゲームとしてソフトバ レーボールを示 し, こ

こでも各ゲームの類型化のとらえ方が示 されてい

る11).

中学校の球技領域は,前述のように5分類されア

か らオまで示されているが,その根拠は中学校学習

指導要領解説保健体育編には示されていない. しか

し,小学校のボール運動の頬型化に従えば,アのバ

スケットボールと- ンドボールは,手を使 って攻防

を組み立てるゴール型のボールゲームと考えられる.

イのサッカーは足を使 うゴール型.クのバ レーボー

ルはネットに区切 られたコー トの中で,集団で攻防

を組み立てるネット型のボールゲームと考えられる.

前段でも触れた工のテニス,卓球,バ ドミントンは

個人あるいはペアで攻防を組み立てるネット型.オ

のソフトボールは攻守を規則的に交替 し合い,一定

回数内で得点を競い合 うベースボール型のゲームと

考えられる. このような類型化は,ゲーム理念に基

づ くもので,同様の例が他にも見受けられる.

例えば,Belka(1994)がアメ リカ合衆国の教員

の研修用図書 としてまとめた ｢子どものゲーム教育,

原題 TEACHINGCHILDRENGAMES｣の中でゲー

ムは,鬼ごっこ型 (TagGames),的当て型 (Target

Games),ネット･壁型 (NetandWallGames),倭

入型 (InvasionGames),守備型 (FieldingGames)

と5分類されている1〕.また, ダリフィン他 (1999)

がボール運動の授業づ くりのために著 した ｢ボール

運動の指導プログラム｣の中でゲームは,侵入型,

ネット･壁型,守備 ･走塁型, ターゲット型と4分

類されている2).さらに,岡出 (2000)の ｢イギ リ
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スのゲーム理解のための指導論｣で,侵入型,ネッ

ト/壁型,フィールディング/走塁型,的当て型と

4分類されている17).

これらを総合 して,ゲーム理念に基づいてボール

ゲームを類型化を行ってみることにする.すると,

侵入型とも呼ばれるゴール型,壁を使用する種目を

含めたネット型,ベースボール型とも呼ばれる守備

型,そして的当て型と4種に類型化することが考え

られる.この類型化はゲーム理念に基づいてはいる

ちのの,ゴールやネットなどゲームで使用する象徴

的な器具によって呼称されていることに気付 く.そ

こで,守備型ゲームで使用する象徴的な器具のベー

ス,的当て型ゲームで使用する象徴的な存在のター

ゲットを用い,ボールゲームをゲーム理念に基づい

て類型化すると,ゴール型,ネット型,ベース型,

ターゲット型の呼称によって類型化することが妥当

であると考えられる.

2-3 ターゲット型ボールゲームの特性

ここで,このターゲット型と類型化されるボール

ゲームの特性やゲーム理念について検討する.この

類型の代表的ボールゲームは,ゴルフやボウリング

であることは研究目的の項で触れたが,この両競技

は,個人でプレイすることが基本となる.国別対抗

など団体で競技する場合も,多くが個人の成績の集

計によって成績が定まる.ゴルフはホールアウトす

るまでの打数の少なさ,ボウリングは倒 したピンの

多さで成績が定まる.求められる技能は,どちらも

正確にボールを送り出すことである.ボウリングの

場合は,各フレームの第 1投はポケットをねらって

同一の投球が必要である.それに対 し,ゴルフでは

各ホールの距離や高低差,障害となる樹木や山,あ

るいは池や砂を敷いたバンカーなど,環境によって

求められるショットが異なる状況下で正確性が必要

である.どちらも成績が数字で表されるので,ベス

トスコアーやアベレージ,ゴルフでは-ンディキャッ

プの場合もあるが,技量が数量的に把握できる.

それに対 し,国際総合スポーツ大会の種目を検討

したときに触れた,ポッチャ,カーリング,ペタン

クは個人でプレイすることも可能であるが,数人で

チームを組み,一人が2ないし3投 し,それを繰り

返して競技をする.相手チームより目標に近いボー

ルやストーンの数が得点となる.そのため,先に投

げられたボールやストーンをはじき出したり,後か
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らはじき出されないような位置に置いたり,最後に

有利になるよう空けておいたり,投げ動作の正確性

を基礎として,ほじいた後を予測する洞察力と,そ

れを踏まえたチームワークが求められる.それぞれ

手で送り出すが,ポッチャに参加する重度脳性まひ

者は,雨どいの様なランブスを傾斜させてボールを

送り出す.送り出す動作は正確性を求められるが,

単純である.

以上のように,ターゲット型のボールゲームでは

ボール等を正確に送り出すことと,それを繰り返し,

数を競う共通性が存在する.これらの共通性から,

ターゲット型ボールゲームの特徴や特性を考察する

と,まず始めに正確な運動の遂行があげられる.正

確な運動の遂行であっても,ボール等を正確に送り

出すことであり,体操競技や飛び込み競技のように,

身体動作の外見の正確さが求められているわけでは

ない.体操競技や飛び込み競技は空中で回転等をし

て,着地で静止 したり,入水でしぶきが上がらない

姿勢をとることが採点されて,高い得点となるので,

外見上正確な身体運動の遂行が求められている.そ

れに対 し,ターゲット型ボールゲームの正確な運動

の遂行は,対象物あるいは用具であるボール等を正

確に送り出すことであり,その結果は運動の実践者

にも客観的に把握できる.

客観的に結果が把握できるのは,静止 したボール

の位置や倒れたピンの数によるからである.他の類

型のボールゲームでは,移動中の身体やボールの位

置等がルールに適合しているのか,あるいは違反し

ているのか判定が必要で,一過性であるため審判員

の存在が必要となる.ターゲット型ボールゲームで

は,プレイ後ボールやピンは停止し,結果が再確認

できるので,公式競技では中立な立場の審判員を必

要とするが,本質的には審判員を必要とせずセルフ

ジャッジが可能となる.

ゴルフでは18ホール,ボウリングでは10フレーム

等のように,ターゲット型ボールゲームではプレイ

が繰り返される.その繰り返される全プレイに正確

性が求められることから,運動の再現性が求められ

る.陸上競技の投てき種目や距離を競う跳躍種目も,

試技が3回から6回繰り返されるが,繰り返された

試技の中で最も良いパフォーマンスが評価され順位

が決定される.そこでは運動の再現性よりも,最高

パフォーマンス発揮のための努力が求められること

になる.運動の再現性は努力の集中より,努力の分
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散により一定のペースあるいは強度を守ることで,

達成される可能性が高いのである.

ペースあるいは強度を守ることは,運動による傷

害が発生する可能性が低いと考えられる.ゴルフの

場合はボールの硬さ,飛球速度,打具であるクラブ

の長さ,その硬さ,広大なゴルフ場環境による偶発

性が危険である. しかし,他のターゲット型のボー

ルゲームでは,ペースあるいは強度を守 ることと,

プレイするエリアが比較的狭いことから,極めて安

全性は高い.

ゴルフ場におけるプレイは偶発性があり,成績に

もそれに起因する偶然性が影響する場合がある. し

かし,他のターゲット型のボールゲームでは,偶然

によって成績が左右される可能性が低い.ボウリン

グでは複数のピンが離れて残り,スペアーが期待さ

れにくいスプリットの状態になった場合,不運と考

えることがある. しかしこれもプレイヤー自身の第

1投の結果であり,フックボール等でカーブを付け

てポケットの位置に高い速度で投げ込まれた場合,

スプリットになりにくいし, 1投ですべて倒すスト

ライクにもなる可能性が高いのである.偶然によっ

て成績が左右される可能性が低いことは,努力が結

果に結びつきやすく,目標達成の期待感 も高 くなる

と考えられる.

正確性と再現性を求めプレイのペースあるいは強

度を守ることは,運動強度が低 くなることが考えら

れる.かなりの距離を徒歩で移動 しなければならな

いゴルフを含め,多くのターゲット型ボールゲーム

は軽運動ととらえられている.

Belka(1994)はターゲット型ゲームの戦術 (strat-

egy)を以下のように示 している.すなわち,少な

い試技で多くの成果を得ようとするか,多くの試技

で堅実な成果を得ようとするか,期待する成果と自

己の技能と状況を分析することである1). このよう

な自己決定場面は,他の類型のボールゲームや日常

生活における様々な状況でもしばしば発現すること

である. しかし,ターゲット型ボールゲームでは,

ペースを守ることと同様に,特別な場合を除きプレ

イ開始の時期をプレイヤー本人に委ねている.この

ことから,期待する成果と自己の技能と状況を分析

する自己決定のための,十分な時間が確保できるの

である.そのような特性により,自己決定場面の重

要性がターゲット型ボールゲームの特性の一つと考

えられる.
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プレイ開始の時期がプレイヤー本人に委ねられて

いることは,競泳や陸上競技の走種目等は,出発合

図に運動開始を適合させる努力が重要になることと

対照的である.他の類型のボールゲームでは,対戦

相手のプレイや,バスケットボールのジャンプボー

ルでは審判の動作に,対応させてプレイしなければ

ない. したがって,多くのプレイが他律的であるの

に対 し,ターゲット型ボールゲームは自律的である.

自律的であることは,プレイ中のマナーが強調さ

れることにつながっている.特にゴルフはその服装

はじめ,飲食 ･喫煙,そしてプレイに関し多くの守

るべきマナーが存在する.他の夕-ゲット型ボール

ゲームでも不文律があって,成文化されていないが

他のプレイヤーや相手のプレイヤーに,不快な思い

をさせないことが求められている.これは他の類型

のボールゲームでは,対戦相手の安全を考慮 しルー

ル化されていることに比較 し,道徳的であり,友好

的であり,相互理解を深める可能性が高いと考えら

れる.

以上から,ターゲット型のゲーム理念を考察する

と,自己決定に基づき,正確にボール等を送り出し,

数を競うことと考えられる.そして,ターゲット型

と類型化されるボールゲームには以下の特性がある

と考えられる.それは,比較的軽運動であり,ペー

スあるいは強度を守ることと,プレイ後を予測する

洞察力とが必要とされ,セルフジャッジが可能で,

安全性が高く,マナーが求められ自律的であること

等である.

また,一部のこの類型のボ-ルゲームには,技量

が数量的に把握でき,プレイ後を予測する洞察力を

踏まえたチームワークが求められ,偶然によって成

績が左右される可能性が低い特性が認められる.

ペタンクやディスクゴルフ等,この類型のゲーム

種目を紹介する書物等では,これらをニュースポー

ツあるいはレクリエーションスポーツとして扱い,

レクリエーションあるいは生涯スポーツとしての普

及を期待する場合が多い.このように行うことが楽

しく,比較的少人数でゲームができる,身近なスポー

ツであることも特性の一つと考えられる.

これらのゲーム理念や特性と類似点を持っプレイ

は,他の類型のボールゲームにも多 く見られる.例

えば,ゴール型ボールゲームのバスケットボールに

おけるフリースローとラグビーの トライ後のゴール

キックは,そのプレイヤーの自己決定に基づき正確
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にボールを送 り出ことが求められる.同 じくゴール

型のサッカーでは,防御するキーパーは存在するも

のの,ペナルティーキックで自己決定に基づき正確

にボールを送 り出ことが求められる.ベース型ボー

ルゲームの野球やソフ トボールは, ピッチングから

プレイが開始される. このときのピッチャーのプレ

イは,バ ッターと対峠 しなければならない要素が加

わるものの,ターゲット型 と類似 したプレイをして

いると考えられる

2-4 体育科学習内容の取捨選択

体育の学習内容は時代の影響で変化する.第 2次

大戦後の日本では,平和な民主的社会の形成者を育

てるレクリエーション重視の体育か ら始まった.続

いて,高度経済成長時代はそれを支える労働力の供

給源と,東京オ リンピックにおける外国選手 との体

力差か ら,体力づ くりの体育に移行 していった.そ

の内容に対する子 どもの拒否反応を反省 し,新指導

要領にも引き継がれている運動の特性にふれる楽 し

い体育に移行 した4).また,新指導要領では現代の

成熟社会における価値観の多様化する中で,精神面

における体育の効果 も期待す る,心 と体の体育が

2002年 4月から実践されようとしている18).そこで,

今回の指導要領改訂によって変更された,ボールゲー

ムあるいは球技の学習内容の取 り扱いについて検討

を試みる.そのことによって,体育の学習内容がど

のように取捨選択されているかを明らかにする.

心 と体の体育が示された背景には,学級崩壊,不

登校,いじめ,薬物乱用,非道な犯罪等,子どもた

ちに様々な問題が生 じていることがあげられる.そ

してこの呼称の由来となった変更点は,かつて体操

と呼ばれていた領域の名称を体つ くり運動とし,そ

の中に体はぐしの運動が取 り入れ られたことがまず

あげられる8~10).体はぐしの運動は体のみに限 らず,

心を解 きほぐすこともねらいとした運動である.ま

た,小学校の保健領域に心の発達に関連する内容が

含まれ,配当学年 も高学年だけであったものが,中

学年まで拡大され,全体の授業時数 も約20時間から

24時間に増加 している. このような時代背景を踏ま

えた変更に加え,小学校のボール運動の領域は前節

でも触れたが 4種目の中か ら, 3の学習内容を学ぶ

ことに増加 している8).

従来 ゴール型の 2種目だけであったこの領域が,

ネット型とベース型か らの選択を含め,3に増加 し

第24号 2002年

図 1 体育の学習内容としてのボールゲームの類型

'本文中はボールゲーム運動と記述 "1を選択

学校 学年/教科 領 域 学習内容の運動 類 型

小 低学年 ゲーム ボールゲーム* ターゲット型

中学年 ゲーム バスケットボール型ゲーム ゴール型サッカー型ゲーム ゴール型

学 ベースボール型ゲーム ベース型

高学年 ボール バスケットボール ゴール型
校 サッカー ゴール型

運 動 (:;;こ/誓言V工 ル ベース型ネット型

中 学 校 球 技 (:こ;吉宗二ニール事書 ゴール型ゴール型

サッカー ゴール型

ノヾレ-ボール ネット型

- ネット型ネット型ネット型

ソフトボール ベース型

】弓 保 健芦体育科 球 技 バスケットボール ゴール型

ハンドボール ゴール型

妄…r学 サッカー ゴール型

ラグビー ゴール型

バレ-ボール ネット型

テニス ネット型

卓球 ネット型

ノヾドミントン ネット型

ソフトボ-ル ベース型

体育科 スポーツⅡEバスケットボール ゴール型

ハンドボール ゴール型

サッカー ゴール型

ラグビー ゴール型

バレーボール ネット型

テニス ネット型

校 】H 卓球 ネット型

バドミントン ネット型

ソフトボール ベース型

野球 ベース型

たことは,3割削減の方針の下,ほとんどの運動領

域が削減された中で異例の措置であった.中学の球

技領域は5分類 8種目,高校の球技領域は9種目で

構成され, これ らのうちか ら2を選択することとさ

れ,従来と変更はなかった.従来 と変更がなかった

ことは,内容の3割削減 と,授業時数の105時間か

ら90時間への減少の中で,相対的には増加 したとと

らえることができる12,13).さらに,各指導要領の補

足事項である内容の取 り扱いが示されている.そこ

では,小学校のボール運動領域において, 3種目目
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との入れ替えが条件とされるが,中学 ･高校の球技

領域においても共通 して,地域や学校の実態に応 じ

て,その他の運動についても履修させることができ

ることが示されている.このことは,楽 しい体育と

して運動の特性にふれる学習を充実させていく意図

と,現在の生涯スポーツ環境を考慮 したボールゲー

ム重視の意図がうかがわれる.

このような意図を踏まえた上で,これらの領域の

各学習内容の例示を検討すると,次の点が明らかと

なる.ボールゲームを4種に類型化 した場合,小学

校のボール運動および中学 ･高校の球技の学習内容

には,ターゲット型ボールゲームが含まれていない

ことになる.ただし,高等学校の専門教育に関する

教科の一つである体育科では,球技を示す科目のス

ポーツⅡに,ゴルフが示されている10).また,小学

校第1学年 ･第 2学年すなわち低学年のゲーム領域

のボールゲーム運動注)は次のように示されている,

すなわちは,ボールを転がしたり,投げたり,蹴っ

ての的当てゲームや,その的当てゲームの発展 した

シュートゲームである11),高等学校の体育科は専門

教育に関する教科の一つで,体育 ･スポーツの能力

に優れ,これに興味や関心のある生徒の能力を一層

仲良 し,高度な運動技能を習得できるようにすると

ともに,体育 ･スポーツの振興発展に寄与すること

のできる人間の,育成を目指 して設定した教科であ

る7).このように発展的段階と,小学校低学年の初

歩的段階にターゲット型あるいはそれに類似のボー

ルゲームが示されていることになる.

このボールゲーム運動は,未分化なターゲット型

ボールゲームを学ぶ基礎的学習内容と,位置づけら

れていると考えられる.例示された運動も,荊述の

通りシュートゲームとされ,一般化 しているスポ-

ツ種目とは異なったものである.また,､学習内容削

減のため,低学年の基本の運動の領域に含まれてい

た用具を操作する運動が縮小され,その中からボー

ル遊びが削除された.この基本の運動領域のボール

遊びは,ボールを右手や左手で続けてつ く運動 と,

投げ上げて捕球する運動が例として示されていた5).

これらの例と共に,将来行うバスケットボールやサッ

カーの,基礎的技能を向上させる目的を持っていた.

その日的をもになう運動として,このボールゲーム

運動は位置づけられている.基礎的技能の向上を目

的としても,かつて多く実践されていた基礎練習と

しての動作の繰り返 しではなく,ゲーム性すなわち
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競争的内容を含めている.楽 しい体育の本質が運動

の特性にふれることであり,小学校のボール運動の

特性は,集団対集団で勝敗を競うことが中心で,中

学 ･高校の球技は個人対個人,または集団対集団で

勝敗を競うことが中心､とされている.このような競

争の重視が,現在の体育の学習内容の採用の特徴で

あることが知られている1415).
競争ではなく達成を目指したパスの連続遊びは,

蹴鞠や羽根っさとして日本の伝統的球技に見 られる

が,体育の学習内容としては含まれていない.伝統

的遊びにはそれぞれ受け入れられる要素があるはず

であり,パスの継続も楽しいはずであるが,含まれ

ていない.ただし,現在の体育の学習指導では,千

どもの主体性や技能,発達段階を尊重 し課題別学習

や,様々な場における学習が取り入れられている6,7).

その課題や場を,競争に重点を置いたり,達成に重

点を置いたりする実践例が見られる.たとえば,バ

レーボールでゲームを中心に学習を進める競争の場

と,パスの連続回数を増やす達成の場を設ける例で

ある.スポーツが体育の学習内容の中心とされる中

で,競争を伴わない球技の実践が現場では取り入れ

られているのである.このような競争を伴わない球

技は,現在の体育の学習内容には含まれていないが,

現場では取り入れられているので,今後採用される

可能性は考えられる.

専門教育に関する教科の体育科で採用されている

ゴルフは,教科体育の中で唯一のターゲット型ボー

ルゲームである.ただし,前項で触れたが,危険性

を含め特別な要因が多 く,一般の体育の学習内容と

するには解決 しなければならない課題が多いと考え

られる.

指導要領の補足事項である内容の取り扱いで,そ

の他の運動を加えることができるとされていたが,

小学校においては-ンドボールなどその他の運動で

あることが示されている.中学 ･高校の球技の場合

はその他の運動とされ,何を取り入れても全く制限

はないと解釈できる.このような制限の撤廃はダン

スや武道の領域にも見られ,新指導要領の特徴の一

つである. したがって,ターゲット型ボールゲーム

の導入も地域や学校の実態に応 じていれば,支障が

ないこととなる.

2-5 ターゲット型ボールゲームの学習内容として

の価値
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前項のように,球技領域やボール運動領域で何を

取り入れるべきか制限はないと解釈できるようにな

り,体育の学習内容を取捨選択するよりどころにつ

いて明らかにする必要性が生 じた.取捨選択のより

どころは,地域や学校の実態など環境の要因が大き

いと考えられるが,その学習内容の価値も重要な要

因であると考えられる.そこでこの項では,ボール

ゲームの検討により,ターゲット型ボールゲームの

学習内容としての価値を明らかにする.

小学校低学年のゲーム領域の,ボールゲーム運動

に示されたシュートゲームは,基礎的技能を向上さ

せる目的を持っていた.そのため,未分化なゲーム

を内容としていたが,完成されたあるいは一般化さ

れたボールゲームを指導することの方が,妥当と考

えられる.生涯にわたるスポーツ実践を通 C,明る

く豊かな,そして健康な生活を実現するために,教

科体育で求められる課題は,スポーツ文化の享受が

あげられる.その中で,授業時数の削減,内容の精

選がされていることを踏まえれば,小学校低学年の

学習内容であっても,可能な限り文化として確立あ

るいは一般化 しているスポーツ種目の方が妥当と考

えられる.ただし,その発達段階を踏まえると,高

逮,長大,複雑な要素を含む,オリンピック種目な

どは適さないことは明らかである.前章で検討 した

ように,ターゲット型ボールゲームにはワールドゲー

ムズに採用されているように,国際競技連盟や国際

ルールが確立されている競技があった.その上,身

近で,洞察力が必要とされ,セルフジャッジが可能

で,安全性が高 く,マナーが求められ自律的である

等,教育の内容としてふさわしい競技が存在する.

また,基礎的技能を向上させる目的を持っていたと

しても,単調な運動の繰 り返 しなど子どもの実態に

そぐわない内容は避ける方針が示されていることか

ら,一般化 しているスポーツ種目の方が妥当と考え

られる. したがって,シュー トゲームであっても,

サッカーのペナルティーキック合戦,バスケットボ-

ルにおけるフリースローコンテスト,ラグビーの ト

ライ後に行われるゴールキック合戦,その他ボール

ゲームの一部を指導すべきであろうと考えられる.

導入段階である小学校低学年のゲーム領域に限ら

ず,同じ類型の作戦や技能は転移することを考慮す

ると,ターゲット型を指導することも意義があると

考えられる.ボールゲームの重要性は,学習指導要

領に反映され,扱いが広がっている実態は前述 した

第24号 2002年

が,4類型されて,欠けた部分があることは矛盾と

考えられる.同じ類型の作戦や技能は転移すること

だけでなく,他の類型のボールゲームの中にも類似

点を持っプレイがあることから,それらの学習や実

践において,内容の深まりに貢献することも考えら

れる.

夕-ゲット型ボールゲームは生涯スポーツにも有

用であり,国民に対する普及度 も高い実態がある.

余暇活動の統計として公表されている総理府 (1998)

の,社会生活基本調査によると,行動者率の トップ

がボーリングであった.また,男子の3位にゴルフ

があげられ,上位 5位までに2のこの類型に属する

ボールゲームが含まれている19).他の運動は散歩や

水泳で,他のボールゲームは上位 5位までに含まれ

ていない.この実態からも,学習内容として価値が

あると考えられる.

安全性はゲームを評価する場合重要な観点で,ゴ

ルフを除きターゲット型ボールゲ-ムの安全性が高

いことは前述の通りである.ただし,この類型のボー

ルゲーム導入の際に注意 しなければならない点は,

ギャンブルと類似行為が行われる場合があることを

指摘できる.ゴルフではチョコレートと称 して金銭

のやり取りが行われたり, ビリヤードによる賭けも

映画や小説のテーマにもなっている.この賭けの要

素は楽 しみを増加する付随的価値と理解することが,

体育科学習内容として採用の前提と考えられる.

今回の学習指導要領改訂方針の最初に,豊かな人

間性や社会性の育成があげられていたが 8-10),高齢

化社会において老人や障害者の理解はその重要な点

であり,パラリンピックに採用されているポッチャ

は,それに答える体育の学習内容と考えられる.障

害を持っ子どもたちとの交流学習の促進にも,ター

ゲット型ボールゲームの果たす役割は大きいことが

考えられる.

中川 (2000)はラグビーの教材的価値を,プレイ

の自由性や戦術性が他の球技にないことと,技能の

上達が認められ,ゲームでのプレイに対する満足度

の向上,等を根拠としている16).この根拠をターゲッ

ト型ボールゲームに当てはめた場合,全 くそん色な

く当てはまると考えられる.それぞれ独自なプレイ

の自由さがあり,戦術において他の球技にない独自

な点があり,成績の向上に技能の発達が求められる

点は,前述の通りである.

ターゲット型ボールゲーム導入の際に注意 しなけ
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ればならない点は,ギャンブル性の排除と共にもう

一点指摘できる.それは,身近な運動であることの

背反で,運動が軽い場合が多く,体育の文化的側面

と共に,重要視しなければならない発達刺激として

の機能的側面に欠ける点である.体育は,体力の向

上と健康の保持増進機能が期待され,その効果は運

動量と関連している.最大限の体力向上効果を期待

した場合,ターゲット型ボールゲームは比較的軽い

運動が主体であることから,適切さを欠いている.

ただし,年間90時間の新指導要領の時間数では,い

かなる運動種目においても,その時間内で最大限の

効果を期待することは困難である.したがって,体

育の授業時間以外の運動実践において,この目的達

成が期待されるのである.その点で,身近な運動で

ある特性は,体育の授業以外において実践を促すこ

とであろう.

3. 結論

スポーツや体育関連資料をもとにして,体育の学

習内容としてのターゲット型ボールゲームに関し検

討をした.

そして,ボールゲ-ムを4類型化すると,ゴール

型,ネット型,ベース型,ターゲット型とすること

が妥当であった.

また,ターゲット型ボールゲームの特性は,比較

的軽い運動で,ゲーム結果に対する洞察力が必要と

され,セルフジャッジが可能で,安全性が高いこと

等があげられる.さらに,ゲーム理念としては,自

己決定に基づいてプレーをし,正確にボール等の用

具を送り出し,そして打数やピン数,これらの数を

競うことと考えられる.

ターゲット型ボールゲームを体育の学習内容とし

て導入することは,多くの効果が期待される.それ

は,生涯スポーツに有用で,豊かな人間性や社会性

の育成に貢献するスポーツ･フォア･オールの実現

が期待されることである.さらに,他の運動にくら

べ戦術の中の自己決定場面の重要性が高く,複雑化

している現代の社会に生きる力をはぐくむ可能性が

高いこと等である.

ターゲット型ボールゲームを学習指導する場合,

留意しなければならない点がある.それは,この類

型のボールゲ-ムには賭けの要素が含まれることが

あるが,楽しみを増加する付随的価値と理解するこ

とが,体育科学習内容として採用の前提と考えられ
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る.またもう一点は,体力の向上にはあまり効果が

期待できない運動の軽さである.この類型のボール

ゲームの特性から,体育の授業以外の運動実践が増

加することにより,体力向上の効果は期待すること

になる.

荏)実際の記載は ｢ボールゲーム｣であるが,表題

でも用いた一般のボールを用いるスポーツの総称

であるボールゲームと紛らわしいので,ここでは

運動を付加して ｢ボールゲーム運動｣とした.
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Summary

Targetballgamesasthecontentsofphysical

educationwasstudiedbasedontheliteratureof

sportsandphysicaleducation･Ballgameswere

groupedintofourcategoriesofgoal,net,base,and

targetgames･Theconceptoftargetballgames

IncludestheImportanceOfdecisionmaking,accura-

cylnSendingballs,andcompetlngWithnumbers,

Thecharacteristicsoftheseballgamesarerelative-

lylightexercise,aneedforinsightintoplayresults,

thepossibilityofself-judgment,andsafety.

Ofthesefourcategorizedballgames,target

gamesarenotincludedinsubjectsofphysical

education･Consideringtheirconceptandcharacter-

1StlCS,targetballgamesarevaluableforteaching

physicaleducatlOn･However,thesegamesarerela-

tivelylightexerciseanddonotcontributeto

developlngChildren'sphysicalstrengthdirectly.

KeyWords:ContentsofPhysicalEducation,Tar-

getBallGames,ConceptofGames

(ReceivedJanuary22,2002)

第24号 2002年 51

Akita University


	ng007a.pdf
	ng008a
	ng008b
	ng009a
	ng009b
	ng010a
	ng010b
	ng011a
	ng011b



